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論文内容の要旨

本論文は， CIMをはじめとする生産加工システムにおける要素技術としての形状モデルの開発と，その形状モデルを

用いた図形・画像データ処理の生産加工システムへの応用に関する研究をまとめたものであり，以下の6章からなって

いる。

緒論では，本研究の背景と目的，本論文の構成について述べている。

第2章では，本論文で対象としている生産加工システムにおける形状モデルのあり方と既存の形状モデルについて検

討している。さらに，これに基づいて提案したリスト表現を用いた形状モデル(リスト表現形状モデル)とその処理方

法につい示している。

第3章から第5章までは，第 2章で述べたリスト表現形状モデル処理方法に関して，生産加工システムの様々な状況・

局面への適用方法とその具体例について述べたものである。

まず，第 3章では，リスト表現モデルを計画問題に適用し，リスト表現形状モデルと図形処理を用いたスケジューリ

ングシステムの開発について述べ，このモデル特有の図形処理を用いることで，既存のスケジューラが適用困難な問題

を取り扱うことができることを示している。

第4章では，リスト表現形状モデルを適用した 3次元CAD モデル情報から 2次元の画像情報を得るシステムの開発

とその有用性について述べている。さらに，この形状モデルの特徴を生かした隠、面処理についてもその有効性を示して

いる。

第 5章では，画像における複数対象物のマッチングで問題となる対応検索にリスト表現形状モデルを適用し対象物

を構成する面同士のマッチングから稜線・頂点と，徐々に小さな部位のマッチングを行うトップダウン的手法について

提案し，その有効性を示している。それとともに，稜線検出などで画像から正確な線分を抽出するために直線成分の抽

出に一般的によく用いられているハフ (Hough) 変換と，コーナ検出から得られるデータを併用する手法を提案し，線

分抽出の信頼性が向上することを示している。

第6章では本研究で得られた結果を総括している。
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論文審査の結果の要旨

生産加工システムの適正化・合理化のためには要素技術の開発，改良も重要な要因の一つである。本論文は， CIMを

はじめとする生産加工システムの要素技術として形状モデルの開発とその形状モデ、ルを用いた図形・画像データ処理

の生産加工システムへの応用に関する研究をまとめたものであり，その主な成果を要約すると次の通りである。

(1)生産加工システムにおける形状モデルのあり方から見た既存の形状モデ、ルについて検討しその長所，短所を論じ，

これに基づいてリスト表現を用いた，簡便で，より適切な形状モデ、ルとその処理方法を新しく提唱している。これを

リスト表現形状モデルと称している。

(2) 上記リスト表現形状モテとルを計画問題に適用し，リスト表現形状モデ、ルと図形処理を用いたスケジューリングシス

テムを開発している。このシステムでは図形処理を用いることで，既存のスケジューラが適用困難な問題を取り扱う

ことができることを示している。

(3) 3次元 CAD モデル情報から 2次元の画像情報を得るシステムにリスト表現形状モデ、ルを適用し，その有用性を示

している。さらに，新しい形状モデルの特徴を生かした隠面処理についてもその有効性を示している。

(4) 画像における複数対象物のマッチングで問題となる対応検索リスト表現形状モデ、ルを適用し，対象物を構成する面

同士マッチングから稜線・頂点と，徐々に小さな部位のマッチングを行うトップダウン的手法について提案し，その

有効性を示している。

(5) 上記マッチング問題などで，画像から正確な線分を抽出するために，直線成分の抽出に一般的によく用いられてい

るハフ (Hough) 変換と，コーナ検出から得られるデータを併用する手法を提案し，線分抽出の信頼性が向上するこ

とを示している。

以上のように，本論文は新しいリスト表現形状モデ、ルの提案とその生産加工システムへの応用に関する多くの新しい

知見をもたらすものであり，生産加工工学に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと

認める。
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